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そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
こ
め
た
長
田
た
な
ば
た
ま
つ
り

三
日
と
区
民
広
場
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
阪
神
大
震
災
を
契
機
に
岡
山
県
久
米
郡
中
央
町
の
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
笹
を
寄
贈
し
て
頂
き
、
そ
れ
に
区
内
の
幼
稚
園

・

保
育
所
・
児
童
館
の
子
ど
も
達
が
「
た
ん
ざ
く
」
に
夢
を
託
す
夏
の
風
物

詩
で
す
。
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避
難
所
運
営
日
誌
を
公
開

①
:
つ
ァ
き

[;~— 
区
内
で
最
も
広
い
校
区
を
抱
え
る
蓮
池
小
学
校

は
「
寅
さ
ん
」
の
映
画
の
シ

ー
ン
に
も
あ
っ
た
よ

う
に
廊
下
ま
で
避
難
者
が
あ
ふ
れ
、
学
校
に
入
れ

な
い
人
々
は
県
立
文
化
体
育
館
や
グ
ラ
ン
ド
に
移

，
 

り
避
難
生
活
を
送
っ
た
。

日
誌
を
見
る
と
、
二
日
に
一
度
位
の
割
で
リ
ー

ダ
ー
会
が
開
か
れ
の
ペ
ッ
ト
の
問
題
R
ト
イ
レ
の

掃
除
③
救
援
物
資
の
受
け
入
れ
等
々
が
話
し
合
わ

れ
て
い
た
。

ま
た
、
先
生
方
に
よ
る
避
難
者
へ
の
聞
き
取
り

調
査
が
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
、
「
体
の
こ
と
」

「
子
供
の
卒
業
」
「
お
風
呂
」
「
食
事
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
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書名

阪神大震災•特別縮刷版
いのち結んで

コラムニストが見た阪神大震災

苦闘の被災生活
甲南大学の阪神大震災
航空写真集 ・阪神淡路大震災 ・
阪神大震災 もう一年、まだ一年

生きる 大震災ゼロか．らの出発
大震災 10 0日の軌跡
大震災その時、わが街は

大窟災地下で何が

兵庫県南部大地震と山崎断層
カメラが震えた日
激論・提言 阪神大震災

阪神大震災 ・大阪本社版紙面集成

次の大震災 首相から主婦までの危

大震災その時の朝日新聞

大震災の企業防衛

著者 ・編集

神戸新聞社

三 条 杜 夫
三木康弘 ・中元孝
神戸新聞総合出版センター

藤本建夫 ・森田 三郎
神戸新聞総合出版センター

阪神大震災を記録しつづけ
神戸新開総合出版センター

神戸大学震災研究会

神戸新聞記者
神戸新聞社
神戸新聞総合出版センター

朝日新聞社出版写真部

朝日新聞社「論壇J
笠原孟夫

吉野準

朝日新開社大阪本社編集局

朝日新開社大阪本社経済部

備考

報道記録 1995年 1月 17日～ 2月 17日

その時、被災放送局AM神戸は
神戸新聞「正平調」の 10 1日

16名の犠牲者と壊滅的な施設破壊を受けた
1995/1/17~2I日激震直後 5日間の記録

6 8人の生きる記録

地震発生、被害、避難、救援そして復興ヘ

頷魂と復興の証として

なぜ地震は起こったか

後世へ残す大災害の記録

I 995/ 1/17~2/ I 7日

ケーススタディ
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避
難
所
運
営

兵
庫
高
校
、

阪
神
淡
路
大
震
災
の
メ

ン
タ
ル
ヘ

ル
ス

ー
子
供
の
ケ
ア
を
中
心
に
1

人

見

一

彦

／
著

一
九
九
六
年
二
月
発
行

[震
災
の
直
接
の
影
響
が
猛
威
を
振
る
っ
た
時

期
は
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
＂
震
災
直
後

＂の

影
響
も
甚
大
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
て
く

る
”
震
災
後
の
災
難
＂
の
時
期
は
も
っ
と
厄
介
で

あ
る
。
そ
れ
は
”
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
人
た
ち
を

さ
ら
に
追
い
詰
め
て
い
く
。
そ
の
影
響
は
じ
り
じ

り
と
現
れ
て
着
て
、
心
身
を
蝕
ん
で
い
く
。
大
人

の
心
が
蝕
ま
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
直
ち
に
子
供
の
心

に
響
<
]
は
じ
め
の
言
葉
で
著
者
が
述
べ

て
い
る

一
節
で
あ
る

災
害
症
候
群
ー
ー
第

一
段
階
1
1

活
動
開
始
期
（
茫

然
自
失
、
放
心
状
態
、
無
目
的
な
行
動
）
•
第

二

段
階
1
1

救
援
期
（
愛
他
的
、
周
囲

へ
の
関
心
が
高

ま
る
）
•
第

三
段
階
1
1

復
巽
期
（
被
災
者
が
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
と
一
体
感
を
持
ち
復
巽
事
業
に
参
加
す

る
段
階
）

•

第
四
段
階
（
復
旧
期

1
1

平
常
へ
の
復

帰
の
段
階
、
災
害
の
長
期
的
影
響
に
つ
い
て
の
悩

み
を
認
識
し
批
判
と
不
満
が
表
出
）

震
災
か
ら

二
年
半
が
た

っ
た
が
、
震
災
症
候
群

は
続
い
て
い
る
。
子
供
、
お
年
寄
り
、
復
旧
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
人
々
に
さ
え
。
せ
め
て
自
分
達

の
心
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
知
っ
て
い
た
い
と

思
う
。 震

炭
資
料
皇

「
記
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原
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紹
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震
災
時
、
三
万
五
千
人
余
の
人
々
が
区
内

．

」
七
九
ヶ
所
の
学
校
や
施
設
へ
避
難
さ
れ
、
余
~

一
震
や
火
災
の
続
く
中
で
身
を
寄
せ
合
い
支
え
．

；
あ
っ
て
過
ご
し
た
。

~

こ
の
た
び
、
資
料
室
の
ス
タ

ッ
フ
が
ダ
ン
・

・
ボ
ー
ル
箱
に
収
め
て
い
た
当
時
の
日
誌
や
食

~

』
手
配
給
メ
モ
等
の
整
理
を
行
い
、
公
開
で
き~

；
る
運
び
に
な
っ
た
。

；
そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
所
の
資
料
の
一
部
を
紹
介

．
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当
初
二
五

0
0人
が
避
難
し
、
二
月
十
四
日
現

在
―
―
―
八
人
、
給
食
数
が
二
七

0
0食
と
、
区

内
最
大
の
避
難
所
と
な
っ
た
兵
庫
高
校
の
日
誌
は

班
長
会
議
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
二
月
十
二

日
の
メ
モ
を
見
る
と
校
庭
に
開
設
し
た
「
連
合
あ

っ
た
か
湯
’一
の
記
事
が
あ
る
。
午
前
一
時
か
ら
二

時
に
白
浜
温
泉
の
湯
が
届
く
。
午
前
八
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
（
お
湯
が
な
く
な
る
ま
で
）
お
風
呂

を
開
く
。
湯
か
げ
ん
チ
ェ

ッ
ク
は
午
前
七
時
と
キ

メ
細
か
い
。
ま
た
、
午
前
十
時
に
は
連
合
の
湯
（

弁
天
の
湯
）
到
着
。
そ
し
て
風
呂
の
分
担
は
①
湯

か
げ
ん
チ
ェ
ッ
ク
は
神
戸
市
、
②
受
付
及
ぴ
湯
の

補
給
は
連
合
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

①
風
呂
掃
除

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
と
。

六
月
五
日
に
は
、
鈴
蘭
台
西
高
か
ら
三
年
生
四

0
0人
が
帰
っ
て
来
る
に
伴
い
、
使
用
ト
イ
レ
や

呼
び
出
し
放
送
の
時
間
の
変
更
の
チ
ラ
シ
等
が
綴

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
別
の
フ
ァ
イ
ル
に
は
食
事
配

布
の
メ
モ
類
が
ビ

ッ
シ
リ
と
保
存
さ
れ
て
い
る
。
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□

ー

早
い
時
期
か
ら
「
阪
神
大
震
災
被
災
者
長
楽
小

学
校
運
営
委
員
会
」
が
設
け
ら
れ
週
に
二
回
程

度
、
役
員
会
が
開
か
れ
避
難
所
の
運
営
か
さ
れ
て

阪
神
大
震
災

．

被
災
し
た
私
た
ち
の
記
録

阪
神
大
震
災
を
記
録
し
続
け
る
会
編

二
九
三
頁

「
悲
し
み
」
「
生
き
る
」
等
十
八
項
目
に
分
け

ら
れ
た
五
歳
か
ら
八
十
五
歳
、
日
本
を
は
じ
め
十

二
の
国
の
人
々
の
震
災
体
験
手
記
。

三
月
十
五
日

の
投
稿
締
め
切
り
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
、

二
四
〇

通
か
ら
七
三
人
の
手
記
が
戟
っ
て
い
る
。

「
被
害
の
体
験
記
」
が
集
ま
る
だ
ろ
う
と
い
う

会
の
予
想
に
反
し
て
、
寄
せ
ら
れ
た
の
は
「
闘
う

手
記
」
で
、
家
を
な
く
し
、
み
ぞ
う
の
大
震
災
に

打
ち
の
め
さ
れ
な
が
ら
、
復
興
に
向
け
て
立
ち
上

が
る
決
意
が
生
々
し
く
綴
ら
れ
て
い
た
。
（
編
集

後
記
よ
り
）

「
阪
神
大
震
災
を
記
錢
し
つ
づ
け
る
会
」
で
は
、

こ
の
本
を
「
震
災
か
ら
の
復
興
史
」
の
第

一
巻
と

考
え
、
今
後
も
引
き
続
き
、
手
記
を
募
集
し
、
会

を
支
援
し
て
く
れ
る
会
員
も
寡
集
し
て
い
る
。

長
楽
小
学
校
、

蓮
池
小
学
校
、

日
誌
を
公
開

，竺
3
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大
震
災

そ
の
時
、

こ
の
本
は
、

一
九
九
五
年

二
月
一
六
日
か
ら
大

月
一
日
ま
で
に
神
戸
新
聞
で
連
載
さ
れ
た

「
大
震

災
私
た
ち
の
そ
れ
か
ら
」
を

一
部
加
筆
・
訂
正

し
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
「
ー
闇
を
裂
く
地
鳴

り
」
「
II
過
信
砕
い
た
震
度
7
」
「
III
断
た
れ
た

生
命
線
」
の
三
章
で
、
時
間
の
経
過
を
追
い
な
が

ら
被
災
時
、
被
災
者
、
避
難
所
、
救
援
活
動
、
水

、
食
料
、
行
政
、

学
校
、
企
業
等
、
様
々
な
立
場

や
状
況
を
簡
潔
に
、
淡
々
と
書
か
れ
て
い
る
。

当
時
は
様
々
な
情
報
が
と
び
か
い
、
目
の
前

の

事
柄
に
振
り
回
さ
れ
、
対
応
し
き
れ

な
か
っ
た
事

が
き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

段
落
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
な
っ
て
、
あ

の
と
き
の
こ
と
、
現
在
、
こ
れ
か
ら
、
と
考
え
て

み
る
。
読
ん
で
い
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え

ざ
る
を
得
な
い
本
だ
と
思
っ
た
。

資
料
提
供
の
紹
介

鈴
木
邦
彦

（
長
田
区
房
王
寺
町
）
様

▼
震
災
当
時
の
広
報
紙
、
配
布
冊
子

・
ビ
ラ
等

兵
庫
県
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
協
会
様

▼
兵
廊
県
南
部
地
震
状
況
報
告

・
復
興
へ
の
対
策
と

教
訓
・

記
録
阪
神
大
震
災

•
L
P

ガ
ス
の
活
躍

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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震災避難所長楽（な節）小学校
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い
た
学
校
。
運
営
委
員
会
は
委
員
長
の
下
に
副
委

員
長
・
顧
問
・
相
談
役
・
校
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

あ
り
、
物
資
部
・
衛
生
部
・
保
安
部
・
清
報
部
に

分
け
ら
れ
て
い
て
、
避
難
者
や
周
辺
住
民
に
は
黄

色
の
「
食
事
配
給
券
」
が
配
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

券
に
も
と
づ
い
て
食
事
が
配
布
さ
れ
る
仕
紐
み
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
長
楽
小
学
校
は
、
自
治
労
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
東
京
グ
ル

，ー
プ
が
二
月
六
日
か
ら
三

月
末
ま
で
入
っ
て
い
て
日
々
の
様
子
が
詳
細
に
記

録
さ
れ
て
い
る
。

県
立
文
化
体
育
館
、
宮
川
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
，
神
楽
小
学
校
他
|
|
ー


